参考様式１

　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　様

所　在　地

氏　　　名　　　　　　　　　　　　印

建設業退職金共済証紙購入状況報告書
次のとおり共済証紙を購入したので、当該掛金収納書（発注者用）を貼付して報告します。

	工事名
	

	契約年月日
	年　　　月　　　日
	請負金額
	　　　　　　　　　　円

	
	
	変更請負金額
	　　　　　　　　　　円

	共済証紙購入額
	　　　　　　　　　　　円
	

	（掛金収納書の貼付がない又は、共済証紙の購入額が少ない場合の理由）

	掛金収納書　　　発注者用添付欄　　　　のりしろ
	共済証紙購入額の算出方法

・採用した算出方法を次のうちから選んで、該当する番号に○をつけること。

・各（　）には、該当する数字を記入すること。

・下記の２又は３を選択した場合は、各算式の※□に、別紙「共済証紙購入の考え方について」から工事種別等により選択し
た値を記入すること。
（１）　建設現場ごとの建退共制度の対象労働者数及びその就労予定日数を把握している。
購　入　額＝建退共制度の対象労働者数×就労予定日数×３１０円

（　　　　　）　　　（　　　　　　）　　（　　　　）
（２）　必要な共済証紙の枚数の的確な把握が困難であり、勤労者退職金共済機構が定めた別紙「共済証紙購入の考え方について」
を参考とする場合で、対象工事における労働者の建退共制度加入率を把握している。

購　入　額＝契約金額×※　　　　　 ×対象工事における労働者の建退共制度加入率（　　）
（　　　　）　（　　　）　　1,000                       　 70％

（３）　必要な共済証紙の枚数の的確な把握が困難であり、勤労者退職金共済機構が定めた別紙「共済証紙購入の考え方について」
を参考とする場合で、対象工事における労働者の建退共制度加入率を把握していない。

購　入　額＝契約金額×※　　　　　１
（　　　　）　（　　　）　　1,000  

（４）　上記１、２、３以外の算出方法を採用

理由及び算出方法を下記に具体的に記載すること。




※工事場所には「建設業退職金共済制度適用事業主工事現場」標識（シール）を必ず掲示し、労働者への周知を図ってください。
※「建設業退職金共済制度の手引」http://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/seido/index.html
